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“世界を知るということは己を知るという 

ことであり、 己を知ることによって初め 
て世界と対話することができる。己の文 
化を軽視する者に世界と対等に対話で 
きる訳がない。” 

“知識や教養の獲得にコミュニケーショ 

ンは必須ではない。デザインなきコミュ 
ニケーションはむしろ、知識や教養の 
獲得の邪魔になる”



21世紀はギークの時代！先端ＩＴのドメインはテクニカルギークからカルチャーギークへ 

文化的な事柄に興味のある人は誰でも。 
旅先などで文化的なことに感じたり、考え 
たりしたことがあったら、そのときが  The 
Museum Lifeを始めるときです。 

旅先からＧＰＳ機能付き携帯電話で  The 
Museum Lifeのサービスサイトにアクセスし 

て、感じたことや考えたことを記録します。 
メールで写真の登録もできます。 

コミュニケーションを前提としない、自分自 
身のための情報の記録・公開サービスで 
す。考えたことをまとめたり、以前の記録を 
読み返して再発見したり…  同じ場所にい 

る他の人の記録を読むこともできます。 

登録した写真はサービス内でカードに変化 
されます。カードは最初は投稿した人のも 
のですが、カードに感じたこと、思ったこと 
をたくさん書くと、たくさん書いた人のもの 
になります。 

◆◆◆利用対象者◆◆◆ ◆◆◆利用方法◆◆◆ 

◆◆◆利用用途◆◆◆ ◆◆◆文化ギークカード◆◆◆ 

＜技術オタク＞ ＜文化オタク＞ 

愛着のある文化ギークカードには感じたこ 
と、思ったことをたくさん書いて、カードの価 
値を高めよう。たくさんのカードを集めて自 
分の文化ギークぶりをアピールしよう。 

文化的な事柄について日常的に興味を持 
ち、例え「正しく」はなかったとしても自らの 
文化に対する自分なりの見方、考え方を 
持った人が増えれば嬉しいと思っています。 

◆◆◆カードコレクション◆◆◆ ◆◆◆The Museum Lifeの願い◆◆◆


